
 令  和  ６  年  ７  ⽉ 

 第  70  回  ⻘  少  年  読  書  感  想  ⽂  全  国  コ  ン  クー  ル  募  集  要  項 
 川  崎  市  ⽴  ⼩  学  校  情  報  教  育  研  究  会 

 1.  趣  旨 

 ○  ⼦  ど  も  や  若  者  が  本  に  親  し  む  機  会  を  つ  く  り、  読  書  の  楽  し  さ、  す  ば  ら  し  さ  を  体  験  さ  せ、  読  書  の  習  慣  化  を 
 図  る。 

 ○  よ  り  深  く  読  書  し、  読  書  の  感  動  を  ⽂  章  に  表  現  す  る  こ  と  を  と  お  し  て、  豊  か  な  ⼈  間  性  や  考  え  る  ⼒  を  育  む。 
 更  に、  ⾃  分  の  考  え  を  正  し  い  ⽇  本  語  で  表  現  す  る  ⼒  を  養  う。 

 2.  応  募  区  分 
 ○  ⼩  学  校  低  学  年  の  部  （  1  、  2  年  ⽣）  ∕  ⾃  由  読  書‧  課  題  読  書 
 ○  ⼩  学  校  中  学  年  の  部  （  3  、  4  年  ⽣）  ∕  ⾃  由  読  書‧  課  題  読  書 
 ○  ⼩  学  校  ⾼  学  年  の  部  （  5  、  6  年  ⽣）  ∕  ⾃  由  読  書‧  課  題  読  書 

 3.  対  象  図  書 
 （１）  ⾃  由  読  書 

 ⾃  由  に  選  ん  だ  図  書。  フィ  ク  ショ  ン、  ノ  ン  フィ  ク  ショ  ン  を  問  い  ま  せ  ん。 
 ※  ブッ  ク  レッ  ト  （本  ⽂  49  ペー  ジ  以  上  の  も  の）  は  対  象  と  し  ま  す。 
 ※  教  科  書、  副  読  本、  読  書  会  ⽤  テ  キ  ス  ト  類  ま  た  は  こ  れ  に  準  ず  る  も  の、  雑  誌  （別  冊  付  録  を  含  む）、  パ  ン  フ 

 レッ  ト  類、  ⽉  刊  誌、  ⽇  本  語  以  外  で  書  か  れ  た  図  書  お  よ  び  主  催  者  の  指  定  し  た  図  書  は  対  象  と  し  ま  せ  ん。 
 ※  紙  媒  体  で  の  書  籍  に  限  り  ま  す  の  で、  電  ⼦  書  籍  を  読  ん  で  の  感  想  ⽂  は、  対  象  と  し  ま  せ  ん。 

 （２）  課  題  読  書 
 主  催  者  の  指  定  し  た  図  書  （課  題  図  書） 

 4.  ⽤  紙‧  字  数 

 ○  今  年  度  か  ら、  作  品  の  提  出  ⽅  法  が  ２  通  り  に  な  り  ま  す。  ⼿  書  き  に  よ  る  原  稿  ⽤  紙  か  ギ  ガ  端  末  の  ド  キュ  メ  ン    
    ト  に  よ  る  提  出  の  ２  通  り  で  す。  （ド  キュ  メ  ン  ト  の  場  合  は、  １  ペー  ジ  を  ２  ０  字  ✕  ２  ０  ⾏  に  し  て  作  品  の  ⽂ 
    字  数  を  調  整  し  て  く  だ  さ  い。） 
 ○  ⽂  字  数  に  つ  い  て  （⼊  賞  作  品  と  し  て  選  ば  れ  た  い  場  合  は、  字  数  いっ  ぱ  い  に  書  き  ま  しょ  う。 

 ⼩  学  校  低  学  年  の  部  （  1  、  2  年  ⽣）     ２  ０  字  ✕  ２  ０  ⾏  ✕  ２  枚  （改  ⾏  の  空  ⽩  含  め     800  字  以  内） 
 ⼩  学  校  中  学  年  の  部  （  3  、  4  年  ⽣）     ２  ０  字  ✕  ２  ０  ⾏  ✕  ３  枚  （改  ⾏  の  空  ⽩  含  め  1,200  字  以  内） 
 ⼩  学  校  ⾼  学  年  の  部  （  5  、  6  年  ⽣）     ２  ０  字  ✕  ２  ０  ⾏  ✕  ３  枚  （改  ⾏  の  空  ⽩  含  め  1,200  字  以  内） 

 ○  題  名  に  は、  「〜  を  よ  ん  で」  の  よ  う  な  題  を  さ  け、  ⼯  夫  し  て  つ  け  て  く  だ  さ  い。 
 ○  句  読  点、  か  ぎ  かっ  こ  は  そ  れ  ぞ  れ  1  字  に  数  え  ま  す。  改  ⾏  の  た  め  の  空  ⽩  も  字  数  と  し  て  数  え  ま  す。 

 ◎  今  年  度  か  ら、  ギ  ガ  端  末  の  ド  キュ  メ  ン  ト  →  （１  ペー  ジ  あ  た  り  ４  ０  ０  字）  に  書  い  て  川  崎  市  の  地  区  審  査  に 
 応  募  し  ま  す。  （低  学  年  の  ⼈  は、  ⼿  書  き  の  作  品  を  担  任  の  先  ⽣  に  ド  キュ  メ  ン  ト  で  打  ち  こ  ん  で  も  らっ  て  応 
 募  し  て  も  構  い  ま  せ  ん。） 

 ○  川  崎  市  の  地  区  審  査  で  上  位  ⼊  賞  し  た  作  品  は、  B4  版  原  稿  ⽤  紙  に  作  品  を  ⼿  書  き  し  て  も  ら  い  ま  す。  こ  の  場  合 
 は、  本  ⽂  を  １  ⾏  ⽬  か  ら  書  き  出  し  て  く  だ  さ  い。  （題  名‧  学  年‧  名  前  は  欄  外  に  書  い  て  く  だ  さ  い。） 



 5.  応  募  作  品 
 ○  応  募  は  ⾃  由  読  書、  課  題  読  書  そ  れ  ぞ  れ  に  ⼀  ⼈  1  編  ず  つ  応  募  で  き  ま  す。 
 ○  応  募  は  個  ⼈  の  オ  リ  ジ  ナ  ル  で  未  発  表  の  作  品  に  限  り  ま  す。  （他  の  コ  ン  クー  ル  と  の  ⼆  重  応  募  不  可。） 
 ○  対  話  型  AI  （  ChatGPT  な  ど）  を  使っ  た  作  品  は  応  募  で  き  ま  せ  ん。 
 ○  ⼊  賞‧  ⼊  選  作  品、  学  校  か  ら  代  表  に  なっ  た  作  品  は  理  由  を  問  わ  ず  返  却  し  ま  せ  ん  。 
 ○  ⼊  賞‧  ⼊  選  作  品  の  著  作  権、  版  権  は  主  催  者  に  帰  属  し  ま  す。 

 ６.  ⽒  名  等  の  公  表  に  つ  い  て 
 コ  ン  クー  ル  に  応  募  さ  れ  た  児  童  の  ⽒  名‧  学  校  名‧  学  年‧  感  想  ⽂  の  題  名‧  対  象  図  書  名  は、  毎  ⽇  新  聞  社  お  よ  び 

 全  国  学  校  図  書  館  協  議  会‧  都  道  府  県  市  区  町  村  学  校  図  書  館  協  議  会  の  刊  ⾏  物‧  ホー  ム  ペー  ジ、  川  崎  市  読  書  感  想 
 ⽂  画  集  『本  を  よ  ん  で』  で  公  表  す  る  こ  と  が  あ  り  ま  す。 
 ※  ⻘  少  年  読  書  感  想  ⽂  コ  ン  クー  ル  運  営  事  務  局 
 ●  公  益  社  団  法  ⼈     全  国  学  校  図  書  館  協  議  会     ●  毎  ⽇  新  聞  社     ⻘  少  年  読  書  感  想  ⽂  全  国  コ  ン  クー  ル  事  務  局 
 ●  神  奈  川  県  学  校  図  書  館  協  議  会     ●  川  崎  市  ⽴  ⼩  学  校  情  報  教  育  研  究  会 

       読  書  感  想  ⽂‧  本  を  読  ん  で  伝  え  た  い  こ  と  を  書  こ  う 
                                                   
 １  ．  「よ  い」  本  と  出  合  お  う。  ⾃  分  の  興  味  関  ⼼、  ⼼  に  響  い  た  本  を  選  ぼ  う。  司  書  さ  ん  に  聞  く  の  も  よ  い。 
 ２  ．  ⾃  分  の  ⼼  の  中  に  そ  の  本  が  ⼊っ  て  き  た  ら‧‧‧‧‧  ⾃  分  が  変  わっ  た、  考  え  た  こ  と 
       付  せ  ん  紙  を  貼  り  な  が  ら  読  み  進  め  よ  う。              新  し  く  知っ  た  こ  と。 

                                                    す  ご  い  な  あ、  ど  う  し  て  か  な  あ。 
                                  も  し、  ⾃  分  だっ  た  ら‧‧‧ 

 ３  ．  付  せ  ん  を  ⾒  返  し  て、  ⼀  番  伝  え  た  い  こ  と  を  し  ぼ  ろ  う。‧‧  繰  り  返  し  本  を  読  む  こ  と  に  つ  な  が  る。 
 ４  ．  読  書  感  想  ⽂  の  形  を  整  え  て  仕  上  げ  よ  う。‧‧  過  去  の  感  想  ⽂  ⼊  賞  作  品  を  参  考  に  し  て  み  よ  う。 
       （１）  題  名  を  ⼯  夫  し  よ  う。     「‧‧‧  を  読  ん  で」  で  は  な  い、  ⾃  分  が  最  も  ⾔  い  た  い  こ  と  を  題  名  に。 
       （２）  書  き  出  し  を  ⼯  夫  し  よ  う。       

 ‧  ⾃  分  の  経  験  と  重  ね  合  わ  せ  る。                                   ‧  本  を  読  ん  だ  感  動  か  ら  書  く。 
 ‧  本  ⽂  の  ⼀  番  ⼼  に  残っ  た  こ  と  か  ら  引  ⽤  し  て  書  き  始  め  る。  ‧  本  を  読  ん  だ  動  機  か  ら  書  く。 
 ‧  普  段  疑  問  に  感  じ  て  い  る  こ  と  か  ら  書  く。                       ‧  会  話  か  ら  始  め  る。 

       （３）  読  書  感  想  ⽂  を  組  み  ⽴  て  よ  う。 
              ‧  は  じ  め、  中、  終  わ  り      ‧  起  承  転  結      ‧  伝  え  た  い  こ  と  と  あ  ら  す  じ  の  バ  ラ  ン  ス 
              ‧  ⼀  つ  ⽬、  ⼆  つ  ⽬            ‧  本  を  読  ん  で  考  え  た  こ  と  が  伝  わ  る  よ  う  な  流  れ 

 （４）  ま  と  め  の  部  分  を  ⼯  夫  し  よ  う。 
 ‧  書  き  出  し  を  受  け  て  ま  と  め  る。 
 ‧  こ  れ  か  ら  の  決  意  で  結  ぶ。      ‧  本  を  読  む  前  と  後  で  の  気  持  ち  や  ⾏  動  の  変  化。 
 ‧  ⼒  を  ⼊  れ  す  ぎ  て  余  計  な  こ  と  は  書  か  な  い。 

 ☆  作  品  提  出     必  ず  在  籍  校  を  通  し  て  提  出  し  て  く  だ  さ  い。 
 ◎  校  内  し  め  切  り  ９  ⽉  ６  ⽇  （⾦）  厳  守     担  任  の  先  ⽣  へ  提  出  し  て  く  だ  さ  い。 


